
前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

形態機能学 [2] 必 ○ 　
看護師
必

リハビリテーション
概論

1 選

◑
看護師
選

感染免疫学 2 必 　 ○
看護師
必

薬理学 2 必 ○
看護師
必

疾病治療論Ⅰ 2 必 ○
看護師
必

疾病治療論Ⅱ 2 必 ○
看護師
必

疾病治療論Ⅲ 2 必 ○
看護師
必

疾病治療論Ⅳ 2 必 ○
看護師
必

生涯発達論 1 必 ◑ 看護師
必

精神発達論 1 必 ◐ 看護師
必

疾病治療論Ⅴ 2 必 ○
看護師
必

臨床心理学 1 選

◑
看護師
選

カウンセリング 1 選 ◑ 看護師
選

公衆衛生学 1 必

◑
　

看護師
必

保健師
必

関係法規 1 必 　
◑

看護師
必

疫学 2 選 　○
看護師
選

保健師
必

保健統計 2 選 ○
看護師
選

保健師
必

疾病治療論Ⅵ 2 必 ○
看護師
必

地域保健 2 選 ○
看護師
選

保健師
必

産業保健 1 選

◑
　
看護師
選

保健師
必

学校保健 1 選

◐
　
看護師
選

保健師
必

健康教育 2 必 ○ 　
看護師
必

保健師
必

社会保障概論 1 必

◑
看護師
必

保健師
必 ○

保健医療福祉行政論Ⅰ 1 必 　
◐

看護師
必

保健師
必

保健医療福祉行政論Ⅱ 1 選 　
◑

看護師
選

保健師
必

ボランティア活動論 1 必

◐
看護師
必

保健師
必 ○

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

⑤国際的視野から
行動する力

○

○

○

○

○

DP5DP3

②健康の保持増進と生活
の質を維持する看護の実

践力

DP2DP1

①生命の尊厳と人間を
尊重した看護の実践力

○

◎ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

身

体

の

構

造

精

神

の

構

造

専

門

教

育

科

目

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

【主体性・多様性・協同性】

9．諸外国の医
療・看護の課
題、看護事情
に関心をも
ち、専門職者
として国内外
で活躍するた
めの基礎力を
有している。

区　分

4

備考免許・資格必選別授 業 科 目

単

位

数

必

選

別

標　準　開　設　年　次

31 2

2．援助的人間
関係を基盤に
人の誕生から
老い(死)までの
過程における
健康課題に対
して取組むこ
とができる。

3．健康の保持
増進、疾病予
防、健康障害
からの回復に
向けた看護
が、専門的知
識・技術を用
いて、科学的
根拠に基づき
実施できる。

4．看護の対象
である人を身
体的・精神
的・社会的な
側面を統合し
て理解する基
礎力を身につ
けている。

5．人の自由と
権利を尊重
し、いかなる
場合でも看護
職者としての
役割を倫理的
に判断し、行
動できる。

6．“看護”を意
識的に問い続
け、自ら発見
した看護に関
する課題に対
して研究的に
取り組み、看
護の現象を科
学的に追求す
る姿勢を継続
できる。

7．看護の対象
である人を思
いやる人間性
をもち、社会
と積極的に関
わっていく高
いコミュニ
ケーション能
力を身につけ
ている。

8．質の高い医
療の提供に
向って地域等
の様々な資源
を活用すると
ともに、患
者・家族を取
り巻く多職種
間を調整する
役割を果たす
ことができる
基礎力を有し
ている。

ディプロマ・ポリシーに基づく3要素における具体的目標

DP4

④看護の探究心と
研究的姿勢

◎

◎

○

○ ○

ディプロマ・ポリシー

要素看護学科　専門教育科目

○

◎

◎

◎

○

専

門

基

礎

科

目

社

会

の

構

造

③保健医療福祉において
多職種間および地域と
協働・連携できる能力

○

○

○ ◎

○

○

【知識・技能】 【思考力・判断力・表現力】

◎

◎

◎

○

1．人間理解を
基盤として、
健康に関与す
る看護の基本
を身につけて

いる。

◎

◎

◎

◎



前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

⑤国際的視野から
行動する力

DP5DP3

②健康の保持増進と生活
の質を維持する看護の実

践力

DP2DP1

①生命の尊厳と人間を
尊重した看護の実践力

【主体性・多様性・協同性】

9．諸外国の医
療・看護の課
題、看護事情
に関心をも
ち、専門職者
として国内外
で活躍するた
めの基礎力を
有している。

区　分

4

備考免許・資格必選別授 業 科 目

単

位

数

必

選

別

標　準　開　設　年　次

31 2

2．援助的人間
関係を基盤に
人の誕生から
老い(死)までの
過程における
健康課題に対
して取組むこ
とができる。

3．健康の保持
増進、疾病予
防、健康障害
からの回復に
向けた看護
が、専門的知
識・技術を用
いて、科学的
根拠に基づき
実施できる。

4．看護の対象
である人を身
体的・精神
的・社会的な
側面を統合し
て理解する基
礎力を身につ
けている。

5．人の自由と
権利を尊重
し、いかなる
場合でも看護
職者としての
役割を倫理的
に判断し、行
動できる。

6．“看護”を意
識的に問い続
け、自ら発見
した看護に関
する課題に対
して研究的に
取り組み、看
護の現象を科
学的に追求す
る姿勢を継続
できる。

7．看護の対象
である人を思
いやる人間性
をもち、社会
と積極的に関
わっていく高
いコミュニ
ケーション能
力を身につけ
ている。

8．質の高い医
療の提供に
向って地域等
の様々な資源
を活用すると
ともに、患
者・家族を取
り巻く多職種
間を調整する
役割を果たす
ことができる
基礎力を有し
ている。

ディプロマ・ポリシーに基づく3要素における具体的目標

DP4

④看護の探究心と
研究的姿勢

ディプロマ・ポリシー

要素看護学科　専門教育科目

③保健医療福祉において
多職種間および地域と
協働・連携できる能力

【知識・技能】 【思考力・判断力・表現力】

1．人間理解を
基盤として、
健康に関与す
る看護の基本
を身につけて

いる。

看護学概論 2 必 ○
看護師
必 ○

看護倫理 1 必

◐
看護師
必 ○

看護研究Ⅰ 1 必

◑
看護師
必

看護援助論 1 必

◐
看護師
必

看護の基本技術Ⅰ [2] 必 ○ 　
看護師
必

看護の基本技術Ⅱ [2] 必 ○ 　
看護師
必

看護の基本技術Ⅲ [2] 必 ○ 　
看護師
必

ヘルスアセスメントの
技術

[1] 必 ○
看護師
必

看護過程の技術 [1] 必 ○ 　
看護師
必

基礎看護の実践Ⅰ (1) 必 ○
看護師
必

基礎看護の実践Ⅱ (2) 必 ○
看護師
必

母性看護学概論 2 必 ○
看護師
必

助産師
必 ○

母性看護方法論 [2] 必 ○
看護師
必

助産師
必

母性看護の実践 (2) 必
看護師
必 ○

小児看護学概論 2 必 ○
看護師
必

小児看護方法論 [2] 必 ○
看護師
必

小児看護の実践 (2) 必
看護師
必

成人看護学概論 2 必 ○ 　
看護師
必

成人看護方法論Ⅰ [2] 必 ○ 　
看護師
必

成人看護方法論Ⅱ [2] 必 ○
看護師
必

成人看護の実践Ⅰ (3) 必
看護師
必

成人看護の実践Ⅱ (3) 必
看護師
必

老年看護学概論 2 必 ○
看護師
必

老年看護方法論 [2] 必 ○
看護師
必

老年看護の実践Ⅰ (1) 必
看護師
必

老年看護の実践Ⅱ (3) 必
看護師
必

地域看護学概論 2 必 ○ 　
看護師
必

保健師
必

助産師
必

在宅看護学概論 2 必 ○ 　
看護師
必

在宅看護方法論 [2] 必 ○ 　
看護師
必 ○

在宅看護の実践 (2) 必
看護師
必 ◎

○
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○ ○

○○
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○ ○

○

○

○

○

○

◎

◎

○

○

○

○

◎

○

○

◎

◎

◎ ○ ◎

◎

◎

◎

○

○

◎

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

○

○ ◎

○

○

◎

○○ ○ ○◎ ◎

○ ◎

○

○○

○

○

○

○

○○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

○

○ ○

○

○

◎

○

○○

○○

○

○

○

◎

◎

◎◎

◎

○

○○

◎◎

○

◎

○

◎

○

○

○

○

◎

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

◎

○

○

○

○

○

○

○

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

○

○

○

○

○

○

○

◎

◎

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

◎
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◎
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前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

⑤国際的視野から
行動する力

DP5DP3

②健康の保持増進と生活
の質を維持する看護の実

践力

DP2DP1

①生命の尊厳と人間を
尊重した看護の実践力

【主体性・多様性・協同性】

9．諸外国の医
療・看護の課
題、看護事情
に関心をも
ち、専門職者
として国内外
で活躍するた
めの基礎力を
有している。

区　分

4

備考免許・資格必選別授 業 科 目

単

位

数

必

選

別

標　準　開　設　年　次

31 2

2．援助的人間
関係を基盤に
人の誕生から
老い(死)までの
過程における
健康課題に対
して取組むこ
とができる。

3．健康の保持
増進、疾病予
防、健康障害
からの回復に
向けた看護
が、専門的知
識・技術を用
いて、科学的
根拠に基づき
実施できる。

4．看護の対象
である人を身
体的・精神
的・社会的な
側面を統合し
て理解する基
礎力を身につ
けている。

5．人の自由と
権利を尊重
し、いかなる
場合でも看護
職者としての
役割を倫理的
に判断し、行
動できる。

6．“看護”を意
識的に問い続
け、自ら発見
した看護に関
する課題に対
して研究的に
取り組み、看
護の現象を科
学的に追求す
る姿勢を継続
できる。

7．看護の対象
である人を思
いやる人間性
をもち、社会
と積極的に関
わっていく高
いコミュニ
ケーション能
力を身につけ
ている。

8．質の高い医
療の提供に
向って地域等
の様々な資源
を活用すると
ともに、患
者・家族を取
り巻く多職種
間を調整する
役割を果たす
ことができる
基礎力を有し
ている。

ディプロマ・ポリシーに基づく3要素における具体的目標

DP4

④看護の探究心と
研究的姿勢

ディプロマ・ポリシー

要素看護学科　専門教育科目

③保健医療福祉において
多職種間および地域と
協働・連携できる能力

【知識・技能】 【思考力・判断力・表現力】

1．人間理解を
基盤として、
健康に関与す
る看護の基本
を身につけて

いる。

ノーマライゼーション 2 必 ○
看護師
必

精神看護学概論 2 必 ○
看護師
必 ◎

精神看護方法論 [2] 必 ○
看護師
必

精神看護の実践 (2) 必
看護師
必

看護理論 1 選 　
◑

看護師
選

看護管理 1 選

◑
　
看護師
選

看護教育 1 選

◑
　
看護師
選

助産師
必 ○

国際看護 1 必

◑
看護師
必 ◎

救急看護法 1 選

◑
　

看護師
選

災害看護Ⅰ [1] 必 ○
看護師
必 ○

災害看護Ⅱ [1] 選 ○
看護師
選 ○

看護研究Ⅱ 4 必 ○
看護師
必

統合実習 (2) 必 ○ ○
看護師
必

公衆衛生看護学概論 2 選 ○ 　
保健師
必 ○

公衆衛生看護活動論Ⅰ [2] 選 ○
保健師
必

公衆衛生看護活動論Ⅱ [1] 選 ○
保健師
必 ○

公衆衛生看護管理論 1 選 ◑ 保健師
必

公衆衛生看護学実習Ⅰ (3) 選
保健師
必 ○

公衆衛生看護学実習Ⅱ (2) 選
保健師
必 ○

助産学概論 1 選 ◐ 助産師
必 ○

周産期医学 1 選 ◐ 助産師
必 ○

助産診断・技術学の基礎 1 選 ◑ 助産師
必

助産診断・技術学Ⅰ [2] 選 ○
助産師
必

助産診断・技術学Ⅱ [2] 選 ○
助産師
必

助産診断・技術学Ⅲ [2] 選 ○
助産師
必

助産診断・技術学Ⅳ [1] 選 ○
助産師
必

助産管理 1 選 ◐ 助産師
必

助産学実習Ⅰ (8) 選
助産師
必 ○

助産学実習Ⅱ (2) 選
助産師
必

助産学実習Ⅲ (1) 選 ○
助産師
必 ○
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